Crossado

Contents:

16 4色の駒

20 厚板

1  ダイス

1 ゲーム盤

1.Game Preparation

各プレイヤーは同色の駒４つを受け取りボード４隅の島に全て置く。そこから対角線上にある島が目的地です。各プレイヤーは５つの厚板を受け取る。ダイスを振ってスタートプレイヤーを決める。

2.Object of the game（ゲームの目的）
ゲームの目的はスタート地点から濡れることなく、全ての駒を対角線上の島に渡すことです。

3.Gameplay
3.1厚板を置く

最初のプレイヤーはボード上に厚板を置く。各厚板は３マスの大きさです。その厚板はきっかり３マス分をカバーするように置かなければならない。各プレイヤーは自分の手番に全ての厚板を置くまでは、１つの厚板を置きます。但し、以下の制限があります。
	・厚板は分離したところに置くか、他の厚板に接続するように置く

・他の厚板と一部でも重なってはいけない

・ボード外や島に重なってはいけない


3.2駒を動かす

各プレイヤーはダイスを振り、１つの駒を出た目だけ進ませる。各ターンに進めることができるのは１つの駒だけです。駒は厚板の上を動くことで進んでいく。他の駒を飛び越えても構わない。他の駒を攻撃することはできない。１つのマスに入れる駒は１つだけです。

移動のルールは以下のとおり。

・別の厚板に渡るには、厚板が繋がっていなければならない。

・ナナメに移動する事はできない。

・移動中に方向を変えるのはＯＫだが、同じ場所を２回通ってはいけない。

移動はダイス目を使い切らなければならない。もし使い切れなければ、そのダイス目は無効となる。

この時はダイスを３回振りなおし、１か６が出なければ、手番終了となります。

3.3ダイスで１か６が出た時

ダイスを振って１か６が出た時は、駒が乗っていない任意の板を別の場所に移動して良い。移動については3.1のルールが適用される。よって、プレイヤーは他人の繋がっている板を分断して、自分のために板を置いても構わない。板を移動した結果、その目の移動ができない場合は、板は移動できますが、駒は移動できません。

4.ゲームの終了

誰かが全ての駒を目的地に到達させれば勝ち。島に到達するには、ピッタリの目を出す必要がある。

島に到達する以上の目が出た時の振りなおしはできない。
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